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b

子
ど
も
た
ち
…
中
京
保
育
研
究
会
長

内
海

一
乘

21
世
紀
の
最
大
の
課
題
―
―
日
本
の
繁
栄
の
影
に
―
―

日
本
は
今
、
超
少
子
・
超
高
齢
社
会
を
迎
え
二
十
一
世
紀
に
大
き
な
不
安

を
覗
か
せ
て
い
る
。
と
り
わ
け
京
都
の
少
子
化
は
、
東
京
都
に
次
い
で
出
生

率
一
・
二
七
％
と
、
ワ
ー
ス
ト
第
二
位
と
い
う
悪
い
結
果
が
出
て
い
る
。
あ

る
学
識
者
の
調
査
に
依
れ
ば
、
わ
が
国
の
出
生
率
が
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
な

ら
ば
、
二
十
三
世
紀
前
半
に
は
日
本
人
は
こ
の
国
土
か
ら
消
滅
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
由
々
し
き
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
も
そ
も
少
子
化
の
原
因
は
、「
子
ど
も
が
育
て
に
く
い
社
会
だ
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
理
由
の
第
一
は
「
金
が
か
か
り
過
ぎ
る
か
ら
」
と
い
う
の
で

あ
る
。
し
か
し
本
当
に
そ
う
な
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
わ
た
し
は
、
失
礼

な
が
ら
「
金
を
か
け
過
ぎ
て
い
る
」
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

厚
生
省
が
実
施
し
た
親
の
意
識
調
査
を
見
て
も
「
子
育
て
が
楽
し
い
」
と
答

え
た
人
は
フ
ラ
ン
ス
で
七
七
％
、
イ
ギ
リ
ス
で
七
一
％
、
ア
メ
リ
カ
で
四

一
％
、
日
本
で
は
最
低
の
二
一
％
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
決
し
て
育
児
・
教

育
費
用
の
負
担
だ
け
が
少
子
化
の
原
因
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

加
速
度
的
に
少
子
化
問
題
が
進
行
す
る
渦
中
、
あ
る
国
際
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
の
発
表
の
一
部
で
す
が
、
中
国
・
韓
国
・
英
国
・
米
国
・
日
本
の
小

学
五
年
生
の
調
査
に
依
れ
ば
「
親
が
年
を
と
っ
て
歩
け
な
く
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
か
」
と
い
う
問
い
に
、
日
本
の
子
ど
も
の
二
四
・
一
％
が
「
老
人
ホ
ー

ム
に
入
れ
る
」
と
答
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
英
国
の
二
五
・
八
％
に
次
ぐ

数
字
だ
が
、
中
国
の
〇
・
九
％
、
韓
国
の
〇
・
四
％
と
は
、
け
た
違
い
で
あ

る
（
朝
日
新
聞
・
天
声
人
語
よ
り
）。
親
は
子
に
多
額
の
お
金
を
か
け
な
が

ら
、
子
に
報
わ
れ
な
い
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。

現
代
日
本
は
戦
後
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

物
質
的
に
は
恵
ま
れ
な
が
ら
も
「
自
分
だ
け
は
…
」「
わ
が
子
だ
け
は
…
」

と
い
う
利
己
的
な
人
間
が
多
く
な
り
、
生
活
は
豊
か
に
な
っ
た
も
の
の
人
間

と
し
て
心
の
成
長
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
人
間
と
し
て
こ
の
世
に
生
を
享
け
、
万
物
の
霊
長
と
称
さ
れ
る

我
々
は
子
孫
繁
栄
の
責
任
を
我
々
の
義
務
と
し
て
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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会福祉協議会事業の概要

青
少
年
の
福
祉
体
験
事
業

（
ユ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
）

中
学
生
・
高

校
生
を
対
象

に
、
２
〜
３
日
、

高
齢
者
・
児

童
・
障
害
者
の

各
福
祉
施
設
に

お
い
て
、
利
用

者
と
の
交
流
を

行
い
、
そ
の
体

験
を
通
し
て
福

祉
の
心
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま

す
。平

成
10
年
度
の
参
加
者
数
　
30
人

世
代
間
交
流
事
業

児
童
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
を
は
か
る
た
め
に
、

小
学
校
区
で
の
世
代
間
交
流
事
業
や
児
童
館
・
保

育
所
と
連
携
し
た
交
流
事
業
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。

視
覚
障
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

視
覚
障
害
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
す
る
た
め
の
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

昨
年
度
に
引

き
続
き
、
聴
覚

障
害
者
協
会
中

京
支
部
と
手
話

学
習
会
み
み
ず

く
中
京
支
部
の

協
力
を
得
て
、

開
催
し
ま
す
。

心
の
健
康

増
進
活
動

精
神
障
害
に
つ
い
て
区
民
の
方
々
の
理
解
を
深

め
、
社
会
参
加
を
は
か
る
た
め
に
本
年
３
月
に
発

足
し
た
中
京
精
神
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
諸
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
ミ
ニ
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
事
業

心
身
機
能
の
低
下
し

た
高
齢
者
の
健
康
増
進

と
家
族
の
介
護
を
支
援

す
る
た
め
に
、
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

協
力
を
得
て
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
延
利
用
者
数
　
１
２
８
７
人
（
平
成
９

年
度
実
績
）

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

高
齢
者
の
健
康
増
進
と
交
流
を
は
か
る
た
め
に
、

毎
月
１
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
延
利
用
者
数
　
２
４
４
人
（
平
成
９
年
度

実
績
よ
り
）

介
護
家
族
の
会
の
育
成
事
業

本
年
６
月
に
発
足
し
た
「
中
京
区
介
護
家
族
の

会
」
の
活
動
を
育
成
・
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
１
０
８
名
の
介
護
家
族
が
入
会

ミニデイサービスで
楽しいひととき

聴覚障害者協会中京支部の皆さんの指導で
手話を学んでいます

高齢者福祉事業に参加した中学生の皆さん

高齢者にやさしい
まちをつくる

障害について
理解を深める

次代を担う
子供を育てる
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平成10年度中京区社会福祉協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
を
は
じ
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談
、
活
動
紹
介
・

斡
旋
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
機
材
の
貸
し
出
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
の
取
り
扱
い
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

拠
点
と
し
て
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

相
談
件
数

１
２
９
件
（
平
成
９
年
度
実
績
よ
り
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
斡
旋
件
数
　
35
件
（
同
上
）

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
育
成

�
各
学
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
活
動

が
よ
り
充
実
・
発
展
さ
れ
る
よ
う
小
地
域
福
祉
活

動
活
性
化
委
員
会
を
設
け
、
推
進
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

�
各
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
「
学
ぶ
」

「
ふ
れ
あ
う
」「
支
え
る
」
と
い
っ
た
３
分
野
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
学
区
社
協
総
合
推
進

事
業
の
実
施
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

ボランティア活動に
関心を高める

身近な地域
での福祉活動
を育てる

本能学区社協のまちづくり点検活動

平
成
9
年
度

中
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

一
般
会
計
決
算
の
ご
報
告

支 出 収 入

合　　計�

61,403,505
職員費�
19,291,470円�
�

法人運営費�
4,254,630円�
�

ミニデイサービス事業　4,861,799円�
学区社協事業費　�
12,008,890円�

繰越金　3,143,050円�
�

その他の事業　2,524,342円�
�

高齢者・障害者・児童福祉事業　�
2,591,355円�
�

広報・研究費　1,417,820円�
� 福祉団体・施設育成費�
　　　1,310,900円�
�

地域福祉センター事業　�
1,505,933円�
�

基金繰入・賛助会費積立金戻入�
4,340,000円�
�

ボランティアセンター事業�
4,153,316円�
�

合　　計�

61,403,505

市社協補助金（職員費）�
18,745,000円�
�

一般会費　427,000円�
�

市社協補助金（事業費）�
9,274,500円�
�

共同募金配分金�
10,670,873円�
�

賛助会費�
11,773,850円�
�

繰越金　　2,787,407円�
�

積立金戻入　2,000,000円�
�

預金利息　　1,963,975円�
�

寄付金収入　1,340,000円�
�事業収入　　1,690,000円�
�

その他収入　　730,900円�
�
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bbb賛助会員の輪が広まってきました bbb

平成10年度賛助会費へのご協力ありがとうございました

一
〇
、
九
六
二
、
一
九
九
円

（
平
成
十
年
七
月
末
日
現
在
）

賛
助
会
費
に
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
賛
助
会
費
は
、

中
京
区
内
の
地
域
福
祉
を
よ
り
発
展
さ
せ
る

た
め
に
、
区
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
で
、
平
成
10
年
度
は
総
額
一
〇
、

九
六
二
、
一
九
九
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
謹
ん
で
、
区
民
の
皆
様
に
お
礼
と
ご
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
賛
助
会
費
は
、
平
成
７
年
よ
り
毎
年

お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
は
「
賛
助
会
費
っ
て
何
」
と
か
「
何
に
使

う
の
か
」
と
い
っ
た
声
が
区
民
の
皆
様
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
年
お
願
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
、
徐
々
に
ご
理
解

も
深
ま
り
、
よ
う
や
く
区
民
の
皆
様
に
「
賛

助
会
費
が
地
域
福
祉
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
い
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

少
子
・
高
齢
化
が
進
捗
し
、
誰
も
が
地
域

で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
く
た
め
に
、
今
後
も
よ
り
い
っ
そ
う
社

会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
活
動
に
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
平
成
10
年
度
の
賛
助
会
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
下
表
の
予
算
に
よ
り
２
〜
３
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

総額

中
京
区
介
護
家
族
の
会
が

で
き
ま
し
た

高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
な
ら
、
介
護
の
苦
労
や
悩
み
が
分
か

ち
合
え
る
、
元
気
づ
け
ら
れ
る
、
支
え
合
え
ら
れ
る
、
そ
ん
な
思

い
・
願
い
が
多
く
の
介
護
家
族
の
方
々
か
ら
も
ち
上
が
り
、
中
京

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
各
学
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童

委
員
会
の
ご
協
力
を
得
て
、
区
内
の
介
護
家
族
の
皆
様
に
呼
び
か

け
て
出
来
た
の
が
「
中
京
区
介
護
家
族
の
会
」
で
す
。
現
在
の
会

員
数
は
、
１
０
８
名
で
す
。
去
る
６
月
11
日
∫
に
は
、「
中
京
区
介

護
家
族
の
会
」
発
足
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
後

１
時
30
分
よ
り
中
京
区
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
40

名
の
介
護
家
族
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
、
発
足
に
い
た
る
ま
で

の
経
過
報
告
の
後
、
会
則
や
平
成
10
年
度
の
取
り
組
み
、
世
話
人

の
選
出
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
正
式
に
会
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。

会
の
当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
介
護
家
族
の
現
状
や
要
望

を
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
交
流
や
研
修
等
を
通
し
て
、
家
族

相
互
の
連
帯
と
共
感
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
み
ん
な
で
考
え
、

助
け
合
え
ば
、
き
っ
と
介
護
に
対
す

る
理
解
や
支
援
が
広
が
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。

ま
だ
、
未
加
入
の
介
護
家
族
の
方

に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
介
護
家
族

の
会
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
京
区
介
護

家
族
の
会
事
務
局
（
中
京
区
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
　
@
８
２
２
ñ

１

０
１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
10
年
度

中
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

一
般
会
計
予
算

支 出 収 入

合　　計�

56,854�
（単位：千円）�

職員費�
19,867千円�
�

福祉団体・施設育成費　1,310千円�
�

ミニデイサービス事業　4,900千円�
�

学区社協事業　�
12,269千円�法人運営費　4,410千円�

�

高齢者・障害者・�
児童福祉事業　�
2,370千円�
�
ボランティアセンター事業�
3,805千円�
�

地域福祉基金積立　�
2,200千円�
�

その他の事業　1,922千円�
�

広報・研究費　1,901千円�
�

地域福祉センター事業　1,800千円�
�

市社協会費　100千円�
�

合　　計�

56,854�
（単位：千円）�

市社協補助金（職員費）�
18,745千円�
�

その他収入　5千円�
�

共同募金配分金　�
10,670千円�
�

賛助会費　�
11,000千円�

市社協補助金（事業費）�
8,087千円�
�

積立金戻入　2,000千円�
�

繰越金　4,000千円�
�

事業収入　1,600千円�
�

一般会費　427千円�
�

預金利息　320千円�
�
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（登録順）

社　　会
福祉法人

京都市中京区社会福祉協議会 TEL. 822 -1011
中京区ボランティアセンター FAX. 822 -1829

ボランティア活動と言ってもさまざまな活動があり、自然環境・美

化活動もその一つです。具体的には、河川の清掃や森林保護のための

リサイクル活動などがこれにあたります。

その中でもリサイクル活動は、スーパーなどで牛乳パックやトレイ

の回収ボックスを設置するところが増えたり、地域で廃品回収に取り

組むなど、活発に行われています。回収されたペットボトルは繊維製

品やプラスチック容器として、牛乳パックや新聞紙などは再生紙とし

て生まれ変わります。

エコマークは、新聞紙などからリサイクルされた再生紙を使った商品に多くつけられていま

すが、エコマークの対象となる商品は、再生紙を使用したものだけではありません。製造・使

用・廃棄段階で、他の同様の商品と比較して、環境に負担を与えない。その商品を利用するこ

とで、環境の負担を軽減できるなど環境保全に寄与する効果が大きい物（洗剤・石鹸・ゴミ

袋・トイレットペーパー・包装容器・衣類）などにつけられています。

スーパーなどに行ってエコマークのついている商品で、使い勝手に不自由がないのであれば、

購入してみてはいかがですか。「環境に良い」商品を選択することは、環境保全に大いに役立ち

ます。

○このゆびとまれの会　 幼児から小学生　 読み聞かせ・おたのしみ会等

○ボーイスカウト洛中地区　 児童　 児童の健全育成

○地域福祉を考える会　 高齢者等　 配食サービス等

○いきいき会　 高齢者　 別載

○花みづきの会　 高齢者　 別載

○中京区を美しくする会　 環境　 清掃活動

○わいわいネット　 視覚障害者　 音訳・点字・代読等

○じゅらくっこ　 児童　 障害のある児童の介助等

上記、登録グループの詳細をお知りになりた

い方はセンターまで、ご連絡ください。また、

ボランティアセンターでは、登録グループを広

く募集しております。登録をお願いいたします。

名　　称 主な対象 主な活動内容

情報提供のお願い
中京区ボランティアセンターでは、皆さ

んからの情報を募集しています。
ボランティアグループの会員や施設ボラ

ンティアの募集など、ございましたらセン
ターまでご一報ください。

個人登録者求む
ボランティアセンターには、毎日のように、ボランティアに来てほしい、協

力してほしい、といった問い合わせが入ってきます。しかし、まだまだ個々の
ニーズに対応できるだけの活動希望登録者が確保できていないのが現状です。
登録は、カードに記入するだけと簡単なものですので、ボランティア活動に

関心のある方は、是非ご連絡ください。お待ちしています。
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中京区社会福祉協議会では、中京区

地域福祉センターにおいて、ボランテ

ィアさんや在宅介護支援センター丸太

町病院の協力を得て、区内の65歳以上

の高齢者を対象に、平成7年度より毎

月1回、ふれあいいきいきサロンを実

施しています。この事業は高齢者の在

宅生活にうるおいと活力をもってもら

うことを目的に、創作活動やレクリエ

ーションなどをおこなっています。

平成９年度は、下記の内容でおこな

い、年間240名余りの参加者に楽しん

でいただきました。

毎月のふれあいいきいきサロンの内容は、月1回開

催するいきいき会企画会議で決められます。企画会

議にメンバーはそれぞれに工夫した企画を持ち寄り、

その中から良い案があれば決まりますし、なければ

当日にいろいろな意見の中から、どういった企画が

高齢者に最も喜んでいただけるのか、頭をひねりな

がら決定します。

サロン当日に「こんな企画でよかったやろか」と

不安げに参加している方の顔色をうかがいながら進

行する、メンバーの人柄の良さが伝わってきます。

また、いきいき会は8月10日に西京区のふれあい会

館で研修会を開催するなど、メンバー自身の資質の

向上にも力を入れています。

4月　神泉苑の花見　 10月　牛乳パックで箱づくり
5月　色紙のこいのぼりづくり　 11月　動物園へ遠足
6月　交通安全教室　 12月　防火教室・ケーキづくり
7月　ビーズの白鳥づくり　 01月　福笑い
8月　夏休み　 02月　かざぐるまづくり
9月　折り絵　 03月　ドラ焼きづくり

平成10年度も、楽しい内容で開催しておりますので、高齢者の皆様

のご参加をお待ちしております。希望者は、事前に事務局までご連絡

ください。

ボランティアグループ

い　き　い　き　会

中京区社協の

ふれあいいきいきサロン

いきいき会会員募集

いきいき会は、自分も楽しみながらボラン

ティア活動ができるグループです。

活動日は、毎月11日（土・日・祝日の場合は

翌日）「サロン当日」の午後1時から午後4時頃

と第4木曜日の「企画会議」午後1時30分から

ですが、その内、ご都合のつく時で結構です

ので、ご参加いただけませんか。詳細はボラ

ンティアセンターまで。
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中京区社協の「高齢者ミニディサービス」

事業も発足から早いもので、１年９カ月が

経過しました。この間、「花みづきの会」会

員であるボランティアの方々には、地域福祉の担い手としてミ

ニデイサービスをしっかり支えていただいております。

このミニデイサービスを通して利用者とボランティアの方々

の温かいつながりは、目に見えて深まり広がってきています。

ボランティアさんの個々の熱心さと優しさが利用者さんの心を

満たし、また、ボランティアさんは利用者さんの温もりに触れ

たり、それぞれのご経験を教えていただくなかで、豊かな人間

関係が生まれてくるようです。

そして、このミニデイサービスを拠点とし、温もりの輪は地

域に広まりつつあります。中京区は、お一人暮らしや高齢者夫

婦世帯の多い町ですが、身体の自由がきかなくなってきたり、

痴呆の心配がでてきたりとそのお年寄りの姿を日常地域で見か

ける中で、ボランティアで養われた広い心でその方と接点を持

ち、このセンターにボランティアさんから情報が入ってくるこ

とも増えました。ミニデイサービスを紹介されたり、あるいは

地域ボランティアが支えているという和やかさが評判を呼び、

利用したいという声は後を断ちません。利用希望者は今後増え

る一方だと思われます。

この事業をますます充実させていく必要性を感じると共に、

ミニデイサービスで行うレクリエーション活動等を「花みづき

の会」から発信し、小地域でどんどん活用され、ふれあいサロ

ン等が広まっていくことを期待しているところです。

利用者の生活の場とミニディサービスの笑顔をつなぐ

利用者さんの日々の声、連絡帳、また俳句や七夕の短

冊には、現実の我が身を見つめる中での切なる想いが伝

わってきますが、ご家族からの情報、車内でこぼれる本

音も現実の生の声です。そのニーズをつかみ、今後の高

齢化社会の福祉に役立つ大きな力になっていただくため

にも、また、より一層の豊かな事業発展のため、運転ボ

ランティア、及び送迎介助ボランティアを募集しており

ます。

生活の実現を見つめつつ、ミニディサービスから帰る

車中では、皆さんそろって前向きな気持ちになられ、お

元気に帰られる姿には、誰もが励まされ心の中に温かい

ものが残ります。

運転ボランティア募集中運転ボランティア募集中

我が子も大きくなり時間的にも余裕がで
き、主人もボランティアに行く事には多いに
賛成し、又、私自身の思いに理解してくれて
いるのでミニデイサービスには喜んで来させ
てもらっています。
その中でいつも感じていることは、さすが

「亀の甲より年の功」で、私はお世話をして
いる立場だけれど利用者の皆さんのひとつひ
とつのことばに、「あ～そうやなぁ」とか
「こういうように歩まなければならないなぁ
～」とか、自分の生きる道を教えてもらい、
それ以上のプラスになっています。
私の趣味でもあるちぎり絵を皆さんと一緒

に取り組んだとき「初めて出来てうれしい！」
「仏壇の主人に見てもらいます…」などのこ
とばを聞くと、やらせてもらってよかたなぁ
とこちらもハリがあり、又、生きがいを感じ
ます。
私の親がよく「お金を積んでもだめ、徳を

積まなあかん」と言いました。「徳」という
のは喜んでもらえることですが、喜んでもら
えることが何よりうれしいです。
ミニデイサービスは、利用者とボランティ

アという立場や状況がちがってもお互いが生
きている中での参考になることが見つかり素
直に接し合えるところです。気持ちが素直に
なれるということは心からやすらぎを覚えす
ばらしいことだと日々感じております。
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ご承知のとおり、平成12年４月から介護保険制度が実施されます。この制度によって、高齢者の介護

や負担がどのように変わるのか、といった大きな関心と不安が集まっています。

そこで、このたび介護保険制度の仕組みを学び、福祉・医療・区民の各分野の方々によるディスカッ

ションを交えて、制度の課題や理解を深めるために、下記のとおりシンポジウムを開催いたします。

つきましては、多くの区民の皆様にご参加いただきたく、ご案内いたします。

A介護保険制度の説明

説明：京都市民生局介護保険準備室

担当課長 白須　　正氏

Bパネラーによる報告とディスカッション

コーディネーター／

佛教大学教授 浜岡　政好氏

パ　ネ　ラ　ー／

特別養護老人ホーム

「壬生老人ホーム」施設長

柴林　俊男氏

中京西部医師会介護担当理事

田中　善紹氏

中京区ミニデイサービス

チーフコーディネーター

三木　　勉氏

中京区介護家族の会

諸頭　博子氏

C質疑応答

D助言とまとめ

主　　催／京都市、京都市社会福祉協議会、中京区社会福祉協議会、中京東部・西部医師会、

中京区民生児童委員会

日　時

平成10年 9 月12日º
午後 1時30分～ 4時
会　場

京都アスニー
4階ホール

（中京区丸太町通七本松西入る）370席

参加費／無料

参加受付／当日、直接受付けいたします。

内　　容
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